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　桜花の候、皆様いかがお過ごしでしょうか。
　春は何となくソワソワする季節でございまして、新学
期は始まるわ、引っ越ししなきゃならないわ、花粉は飛
んでくるわ、いろんなことがございますが、ましてや今
年2026年は私共にとっては、大変な年でございます。冬
季オリンピックは日本選手が大活躍！冬季オリンピック
史上最多メダル獲得。りくりゅうペアの演技に感動し私
涙しましたね。このコラムが皆様に届くころには、ワー
ルドベースボールクラシックが決勝を迎える頃でしょう
か。大谷選手はじめ侍ジャパンの選手の活躍が見たいも
のでございます。次に控えしは、サッカーワールドカッ
プ！史上最多48か国が参加！日本代表初のベスト8の壁
を突破するか！などと考えている間にフレンチオープ
ン、ウィンブルドンとグランドスラム、そして9月には
名古屋でアジア大会！ソワソワドキドキでございます

ね。寝不足必至！選手たちは勿論でございますが、応援
する私達もベストコンディションでいたいものです。大
谷選手はテレビのインタビューで「健康で試合に臨むこ
と」の重要性を話しておられました。「健康」って何？
と思いまして調べましたところ、世界保健機構（WHO）
の憲章にこう書かれておりました。
　「健康とは、完全な肉体的、精神的及び社会福祉の状
態であり、単に疾病または病弱の存在しない事ではな
い。」そして「すべての人民の健康は、平和と安全を達
成する基礎であり、個人と国家の完全な協力に依存す
る。」「健康であることは人種や、宗教、政治的信念に関
らず万人の有する基本権利の一つである。」
　大谷選手って凄いですね！
　さて皆さん、寝不足に注意して、健康でテニス楽しん
でくださいね！
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　三寒四温から、いよいよテニスシーズンの到来です。
新入会員様も新入スタッフも増える春です。
　新年度は基本の確認を全スタッフへ、お客様への周知
も忘れずに安全管理体制を見直しましょう。

〜スタッフ〜
１．新人スタッフが増える時期です。
　特に春は学生スタッフさんが増えます。
　社会経験やアルバイト経験のないスタッフさんには安
全危機管理の概念はありません。
　まずは、テニスにおける事故の事例や可能性、それに
よる影響などを理解してもらい、安全管理の重要さを分
かっていただきましょう。
　安全管理マニュアルの確
認など、漏れのない初期研
修を実施することが大事で
す。
　また、肉離れや捻挫な
ど の け が へ の 応 急 処 置

（RICE）、またCPR（心肺
蘇生）の研修を行いましょ

う。
　加入している保険の適用範囲なども理解し、事故発生
時に的確な対応、ご案内が出来るようにしましょう。
　「たしかこうだった」「だと思います」などの不正確
な案内をするよりも、上位者に繋ぎ正しいご案内をする
ことも決め事としましょう。コーチ、フロント共に同様
の対応が出来ることが重要です。

２．異動の季節です。
　施設の違いなど、事業所与件に
よる安全管理ルールの違いなどを
把握しましょう。
　近隣の病院の情報も確認しま
しょう。この機会に情報をアップ
デートしても良いでしょう。
　避難経路や避難場所も違いま
す。広域避難場所には一度足を運
ぶなど、施設外の情報も確認しましょう。

３．体調管理を徹底しましょう。
インフルエンザ、コロナ等はなくなったわけではあり

ません。

〜気をつけましょう！この季節〜

「健康」
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　また、ノロウイルスなどのウイルス性胃腸炎も流行し
ています。
　手指消毒やうがい、手洗いは継続し習慣化しましょ
う。
　体調に異変を感じたら速やかに検温し、発熱の場合は
出勤を控える、下痢や吐き気などの場合も無理に出勤し
ないようにしましょう。

ウイルス性疾患は同居家族に感染しやすいので、家族
の体調変化も共有しておくと良いでしょう。

〜レッスン〜
１．体操

レッスン前の体操をお客様がどこまで真剣にしてくだ
さっているか。
　それはコーチの体操が真剣かどうかに比例します。
　体操を担当するコーチ以外のコーチも準備等、特段の
業務がなければ一緒に体操をしましょう。
　お客様と会話をしたり、コミュニケーションも大事
ですが、そのせいで体操が疎かになってはいけません。
コーチの本気度が怪我の発生頻度に影響するということ
を全スタッフで共有しましょう。
　また、新入会員は体操も初めてです。どの部位にどう
効いているか、何を意識して動かすかなど、コーチが分
かりやすく説明しながら体操をしましょう。

レッスン終了時にはまとめや連絡事項を伝えながら、
整理体操（ストレッチ）を行いましょう。

２．水分補給
　冬場でも急に気温の上がった日
には熱中症に近い症状になる方も
出ます。
　外はまだ寒くとも、インドア

コートなどは思いの外、汗を大量にかいている可能性も
あります。
　運動時の水分補給は季節を問わずであることを認識し
ましょう。

レッスン中の水分補給は「個々に摂っていただく」の
ではなく、ドリルの切り替え時などにコーチの指示で一
斉に実施し、適正な水分補給を促しましょう。

３．高齢化対策
　会員層の高齢化もあり、怪我
が増えています。
　下肢、特にふくらはぎの肉離
れは増加傾向です。特にレッス
ン終盤では疲労も蓄積し、怪我
が増える傾向にあります。
　ドリルの待機から自分の順番
に入る前に、コーチからスト
レッチを指示しましょう。

コート脇にストレッチボード
などを設置するのも良いかもしれません。
　その場合、使い方ガイドの掲示も忘れないようにしま
しょう。

〜その他〜
１．救急箱
　中身のチェックをしましょう。
足りないものは補充をしましょ
う。

２．AED
　表示があるか、設置場所の確
認、スタッフへの周知をしましょう。
　パッドが期限切れでないか
も確認をしましょう。

３．消防設備
　消火器や消火栓の設置場所
を確認しましょう。
　また消火器が避難通路をふ
さいでいないかなど、正しい設置場
所かの確認も必要です。
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テニスコートという場所は、時に過酷な環境へと変わ
ります。激しいラリー中の心停止、真夏の熱中症、不慮
の転倒……。これらは年齢やレベルを問わず、誰にでも
起こり得る現実です。

テニス事業に携わる私たちが、お客様の「楽しい」を
守るためにできること。それは、もしもの時に命を繋ぐ
ための「備え」を組織として持つことです。

■�なぜ、今テニス事業者に「救命」の備えが必要なの
か？

１．「最初の数分」が運命を分ける心停止から1分経過
するごとに、救命率は7〜10%ずつ低下すると言わ
れています。救急車が到着するまでの数分間、現場
にいるコーチやスタッフによる「適切な処置」と「迅
速なAEDの使用」が、生死を分ける鍵となります。

２．事業を守る「信頼の証」迅速な対応は、お客様の命
を守るだけでなく、スクールやクラブとしての危機
管理能力を証明します。「ここは安全に配慮されて
いる」という信頼こそが、地域に選ばれ続ける経営
の基盤となります。

■必須の備え：AED（自動体外式除細動器）の設置
心停止の際、唯一の有効な治療法がAEDによる電気

ショックです。
◦設置の重要性：119番通報から救急隊到着までの全国

平均は約9分。その間にAEDを使用することで、救
命率は数倍に高まります。

◦「いつでも、誰でも」：スタッフだけでなく、居合わ
せたお客様もすぐに使えるよう、分かりやすい場所へ
の設置と、定期的なバッテリー・パッドの点検が不可
欠です。

■「普通救命講習」で習得できるスキル
多くの自治体消防署にて、約3時間・無料〜低額で以

下の内容を習得可能です。
◦心肺蘇生法（CPR）：胸骨圧迫の実践的な技術
◦AEDの正しい操作：設置場所から使用方法までの迷

わない手順
◦気道異物除去：万が一の喉詰まりへの対応
◦応急手当：止血法などの基本的なファーストエイド

■特に対策が急務とされる現場
◦シニア・ジュニア層の多いスクール
◦大会・イベント運営（特に過酷な夏期）
◦スタッフが常駐しないレンタルコート施設
◦夜間や早朝など、周辺人出が少ない時間帯の運営

■命を繋ぐための「ハード」と「ソフト」の重要性
テニスコートという激しい運動の現場において、救命

の備えはもはや「努力目標」ではなく、「プロフェッショ
ナルとしての責任」です。
１．【ハード面】AEDの常設は「命のインフラ」 心室細

動が起きた際、電気ショックが1分遅れるごとに救
命率は約10％低下します。119番通報から救急隊が
到着するまでの全国平均は約9分。この空白の時
間を埋めることができるのは、現場に設置された
AEDしかありません。

◦コートから1分以内の場所に設置されていますか？
◦誰でも迷わず取り出せる場所にありますか？
◦バッテリーやパッドの期限は切れていませんか？
２．【ソフト面】講習受講は「AEDを動かす魂」高性能

なAEDも、それを使う「勇気」と「知識」がなけ
ればただの箱に過ぎません。

◦「AEDの箱を開けるのが怖い」という不安を払拭する。
◦救急隊に引き継ぐまでの数分間、絶え間なく胸骨圧迫

を続ける。
◦他のスタッフと連携して、役割分担（通報・誘導・処

置）を行う。
これらの行動は、頭で理解するだけでは不可能です。

「普通救命講習」で繰り返し実技を経験することで、初
めて「もしも」の時に体が動きます。

■テニス事業者の皆様へ：今、取り組むべきアクション
お客様は、私たちが提供する技術だけでなく、「安全

な環境」に対しても対価を支払っています。
◦まだ設置されていない施設：リースやレンタルを含め

たAEDの早期導入を検討してください。
◦設置済みの施設：設置場所を再確認し、スタッフ全員

が「普通救命講習」を受講する体制を整えてくださ
い。
「AEDがあるから安心」ではなく、「AEDを使いこ

なせるスタッフがいるから安心」へ。私たちが一歩踏み
出すことで、防げる悲劇が必ずあります。

コートに “ もしも” は起きてほしくない。でも、備えはできる。
－テニス現場で命を守る《普通救命講習》と 

《AED 設置》のすすめ－
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■導入による経営的メリット
◦リスクマネジメントの強化：スタッフがパニックにな

らず、組織的に対応できる。
◦安全配慮の可視化：受講修了証の掲示やAEDの設置

は、施設価値を高める強力な指標。
◦スタッフ教育の一環：「命を預かっている」というプ

ロ意識の醸成。

【受講・詳細のご案内】
　以下のQRコードより、総務省消防庁による「普通救
命講習」の概要や、事前学習ができるWEB講習（e- 
ラーニング）をご確認いただけます。（※実際の受講申
込みは、各自治体の消防署HPから行えます）

［総務省消防庁 応急手当WEB講習］

［（公社）日本テニス事業協会　AEDご紹介ページ］

［普通救命講習会の様子：（公社）日本テニス事業協会　安全・危機管理セミナーにて］

コートの安全は、あなたの一歩から。AEDの設置と
スタッフ全員の講習受講を! ！




